プログラム言語とは何か

機械に何かをやらせようとしたとき必要なものは何か。

第一に機械にやるべき事を伝える必要がある。

第二に機械はこちらの伝えたことを理解できなくてはならない。

コンピュータは基本的には電気のon,offしか理解できない。すなわち1と0の組み合わせだ。

この1と0の組み合わせで記述した言語を機械語という。
機械語はコンピュータにとっては理解しやすい言語であるが、人間にとっては、それを書くにも理解するにも大変辛い言語である。

しかし、この機械語で表現すれば、コンピュータはそれを解読することができる。

次に機械語で表すべき内容は何だろう。
それは、当然人間がその機械（コンピュータ）にやらせたい手順である。

どんな複雑な仕事も分解すれば単純な手順の組み合わせでできている。

例えば複雑な電光掲示板の文字や絵でも１個の光源を見れば単純な電気のon、offの組み合わせだ。

その１個１個の光源のon,offを組み合わせた手順が統合されて電光掲示板の意味のある文字や絵が表現されるのである。

こうした手順をプログラムと言い、プログラムを記述する言語をプログラム言語という。

プログラム言語の種類

プログラム言語の最も原始的なものが最初に述べた機械語というものだ。

機械語は全て1と0の組み合わせ、その羅列で記述される。
機械語はコンピュータにとっては大変理解しやすく高速で処理できる言語であるが、人間にとっては大変記述しにくく、また記述したものを読み取るのも大変苦労する言語である。
それでこの機械語を少しでも人間にわかりやすく文字に置き換えて作られた言語がアセンブリ言語（アセンブラ）と呼ばれるプログラム言語である。
このアセンブラも通常我々が会話に使う自然言語（日本語や英語）とは程遠く、熟練した専門家でないと使いこなすのは難しい。

それで、コンピュータ技術者たちは、何とか人間にも理解しやすい、言葉を変えれば自然言語に近いプログラム言語はできないかと工夫してきた。

その結果、FORTRANやCOBOLあるいはC、BASICといった言語が開発されてきたのである。

しかしコンピュータは本質的に機械語しか理解できないので、こうしたプログラム言語はコンピュータの中で機械語に一旦翻訳される必要がある。
この翻訳作業をコンパイルと言い、こうしたコンパイルする機能や仕組みをコンパイラと言う。

この翻訳作業の機能も一旦言語を読み込んでまとめて翻訳し実行とは別の動作になっている通常のコンパイラと、翻訳と実行を逐一交互に行っていくインタプリタに分けることができる。インタプリタは言ってみれば同時通訳のようなものである。

こうした、より自然言語に近いプログラム言語を高級言語、それに対しコンピュータよりの機械語やアセンブラのことを低級言語と言う言い方がある。

低級言語は決してレベルの低い言語という意味ではなく、人間より機械寄りの言語であるという意味である。

言い方を変えると、

人間に負担を与える言語→低級言語

コンピュータに負担を与える言語→高級言語

と言う事になる。

高級言語は人間にとってはプログラムの開発が楽になるのだけれど、コンピュータにとっては負担が増す言語である。

したがって、極めてシビアにスピードを要求される処理では、開発にあえて低級言語を使うこともある。

しかし、コンピュータの進歩は物凄い勢いで、年々その処理スピードは上がりもはや高級言語を使うことによるスピードの低下は昔ほど考える必要がなくなっている。

それよりも、いかに効率よくプログラムを開発できるかということに視点が変わってきた。

そういう意味ではコンピュータの歴史は、いかにコンピュータに自然言語を理解させるかという工夫の歴史であるとも言える。

究極のプログラム言語は普段我々が使う自然言語ということになる。

我々が人間に喋るようにコンピュータに手順を喋ればコンピュータが直ちにそれを理解して必要な動作を行ってくれるというのがプログラム言語としての理想であろう。
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